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研究成果の概要（和文）：癌の診断において F-18 FDG PET は非常に有用であるが炎症巣に集ま

ることは偽陽性となり診断能の低下につながる。膠原病は様々な多臓器障害と免疫異常を特徴

とし、リウマチ熱を除いては、非腫瘍性、非感染性の全身性炎症性疾患である。全身性炎症性

疾患である膠原病患者で、F-18 FDG を用いてその炎症巣を検出することは非侵襲的で役立つも

のと思われる。また、皮膚筋炎や多発筋炎、シェーグレン症候群などで高率に悪性腫瘍を合併

する危険のある患者には F-18 FDG PET の様な非侵襲的にしかも感度よく悪性疾患を描出する検

査法は非常に有効であると思われる。 

 
 
 

研究成果の概要（英文）：Connective tissue diseases represent a heterogeneous group of 

immunologically mediated inflammatory disorders with a large variety of affected organs 

besides the lung.  F-18 FDG PET is widely used in oncology but may also be valuable in 

patients with infections or inflammatory diseases.  The purpose of this study is to assess 

the clinical value of F-18 FDG PET in patients with connective tissue diseases.  Our 

experience demonstrates that F-18 FDG PET is a unique imaging technique for assessing 

the metabolic activity throughout the body in connective tissue diseases.  The technique 

appears to be a promising imaging modality for the detection of coexistent neoplastic 

diseases and other autoimmune disorders. 
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１． 研究開始当初の背景 
 膠原病は様々な多臓器障害と免疫異常を
特徴とし、リウマチ熱を除いては非腫瘍性、
非感染性の全身性炎症性疾患である。発熱な
どの全身症状に加え、皮膚、関節、腎臓、肺、
神経組織、心臓、筋肉などが同時にまたは時
期を異にして障害され、複雑多彩な臨床像を
呈する。膠原病の診断には関節や筋肉などの
身体所見のほかに様々な血液生化学検査や
放射線学的には CT・MRI・核医学などの検査
が行われている。 
 核医学検査では骨シンチグラフィや Ga-67 
citrate を用いた炎症シンチグラフィが今ま
で膠原病の診断に用いられてきた。しかし、
その読影は難しく、また定量的ではない。腫
瘍領域では F-18 FDG を用いた PET 検査がよ
く行われているが、時に活動性炎症巣にも
F-18 FDG が集積することを経験する。膠原病
は全身性炎症性疾患であり、F-18 FDG PET 検
査が膠原病の活動性評価に用いられた報告
はほとんどなく、今回膠原病において F-18 
FDG PET 検査が有用か否かを検討した。 
 
２．研究の目的 
 全身性炎症性疾患の膠原病において F-18 
FDG PET 検査が有用か否かを検討し、また、
膠原病に合併することのある悪性疾患やほ
かの自己免疫性疾患の検索にも役立つか否
かを検討することである。 
 
３．研究の方法 
（１）慢性関節リウマチ患者での活動性評価
方法 
慢性関節リウマチ患者に１５０MBｑの F-18 
FDG を投与し PET 装置を用いて全身像を撮像
する。 

①� 関節炎の評価 
②� 間質性肺炎の評価 
③� 活動性の評価は PET 検査で用いられるこ

との多い半定量的指標である
standardized uptake value（SUV）を算
出する 

 
（２）全身性進行性硬化症と全身性エリテマ
トーデス患者での活動性評価 
全身性進行性硬化症と全身性エリテマトー
デス患者に１５０MBｑの F-18 FDG を投与し
PET 装置を用いて全身像を撮像する。 
① 間質性肺炎の評価 
② 活動性の評価は PET 検査で用いられるこ

との多い半定量的指標である
standardized uptake value（SUV）を算
出する 

 
（３）多発筋炎と皮膚筋炎での活動性評価 
多発筋炎あるいは皮膚筋炎患者に１５０MB
ｑの F-18 FDG を投与し PET 装置を用いて全
身像を撮像する。 
① 筋炎の評価 
② 間質性肺炎の評価 
③ 活動性の評価は PET 検査で用いられるこ

との多い半定量的指標である
standardized uptake value（SUV）を算
出する 

 
（４）高安動脈炎と側頭動脈炎での活動性評
価 
高安動脈炎と側頭動脈炎患者に１５０MBｑ
の F-18 FDG を投与し PET 装置を用いて全身
像を撮像する。 
① 血管炎の評価 
② 活動性の評価は PET 検査で用いられるこ



との多い半定量的指標である
standardized uptake value（SUV）を算
出する 

 
（５）慢性関節リウマチなどの膠原病と悪性
疾患やほかの自己免疫疾患の合併の有無 
膠原病患者に１５０MBｑの F-18 FDG を投与
し PET 装置を用いて全身像を撮像する。 
① 悪性疾患の合併の評価 
② 自己免疫疾患の合併の評価 
 
（６）不明熱患者での活動性評価方法 
不明熱患者に１５０MBｑの F-18 FDG を投与
し PET 装置を用いて全身像を撮像する。 
① 不明熱の熱源の検索の評価 
 
４．研究成果 
（１）慢性関節リウマチ患者での活動性評価 
①慢性関節リウマチ患者では手・肘・股・足
関節に F-18 FDG 集積を示すことが多かった。
半定量的指標の SUVは治療前では高値を示す
ことが多く、治療後には低下する傾向があっ
た。 
②間質性肺炎を示した部分に F-18 FDG 集積
を示し、正常の肺野には F-18 FDG 集積を認
めず、F-18 FDG PET は間質性肺炎の評価に有
用であった。 
 
（２）全身性進行性硬化症と全身性エリテマ
トーデス患者での活動性評価 
①全身性進行性硬化症と全身性エリテマト
ーデス患者の間質性肺炎を示した部分に
F-18 FDG 集積を示し、正常の肺野には F-18 
FDG 集積を認めず、F-18 FDG PET は間質性肺
炎の評価に有用であった。 
 
（３）多発筋炎と皮膚筋炎での活動性評価 
①多発筋炎と皮膚筋炎患者の筋炎の場所に
F-18 FDG 集積を示し、筋炎の評価に有用であ
った。また、正常の筋肉の場所と比べて筋炎
を示す場所の SUV は高値を示した。 
②間質性肺炎を示した部分に F-18 FDG 集積
を示し、正常の肺野には F-18 FDG 集積を認
めず、F-18 FDG PET は間質性肺炎の評価に有
用であった。 
 
（４）高安動脈炎と側頭動脈炎での活動性評
価 
①高安動脈炎と側頭動脈炎で動脈炎と思わ
れる場所に F-18 FDG 集積を示し、動脈炎の
評価に有用であった。また、正常の動脈壁の
場所と比べて動脈炎を示す場所の SUVは高値
を示した。また、免疫抑制剤などの治療後に
は半定量的指標の SUVは治療前と比べて低下
し、治療効果判定にも有用であった。 
 
（５）慢性関節リウマチなどの膠原病と悪性

疾患やほかの自己免疫疾患の合併の有無 
①時に悪性疾患を合併することがあり、その
全身検索に F-18 FDG PET は有用であった。
特にシェーグレン症候群の悪性リンパ腫検
索や皮膚筋炎での消化器悪性疾患の検索に
有用であった。 
②膠原病と自己免疫性膵炎の合併を示した
症例では、F-18 FDG PET は自己免疫性膵炎の
検索に有用であった。 
 
（６）不明熱患者での活動性評価 
①不明熱患者での熱源検索に F-18 FDG PET
は有用であった。特にリンパ節炎や Still病、
再発性多発軟骨炎の患者の熱源検索に有用
であった。 
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